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1. はじめに 

近年，食品関係の新商品開発などにおいて，味覚の定

量的評価法の需要が高まっており，これらを評価する手法

として P300 という事象関連電位（ERP: Event-Related 
Potential）が注目されている．本研究は，実際の食品を用

いての味覚刺激によるP300計測の実現可能性を確認する

ことを目的とする． 

2. P300 とは 

ERP とは，特定の事象に関連して発生する一過性の脳

波の総称で，主に知覚や認知処理に関連して発生する脳

波である．P300 は主に被験者にオドボール課題を課した

際に，刺激呈示から約 300～900 ミリ秒の間で観測される

ERP である[1]．オドボール課題とは，高頻度刺激と低頻度

刺激のふたつをランダムに呈示し，低頻度刺激が呈示され

た際に特定のタスクを行わせる課題である． 

先行研究[2]では，食品や服の画像を視覚刺激として呈

示した際の P300 を計測したところ，より好みの画像が呈示

された際に発生した P300 の方がピーク時の振幅が大きく

なると報告されている．しかしこの先行研究では，P300 の

計測に使用されていた刺激は画像呈示による視覚刺激の

みであり，味覚刺激によって P300を誘発させる試みはなか

った． 

また，P300 の計測は視覚刺激の使用が主流であり，味

覚刺激を使用した研究は少数である．さらに，味覚刺激に

よる ERP の計測を目的とした先行研究では，スクロース溶

液や酢酸といった単一の味の要素のみを与えることを目的

とした溶液が使用されており，実際の食品のように複雑な

味の溶液を使用した例はなかった[3]． 

そこで本研究では，オレンジジュースを試料とした味覚

刺激を用いて P300 を誘発し計測する実験を行った． 

3. 実験方法 

3.1 計測手法  

使用する電極は先行研究[2]を参考にし，国際 10-20 法

における Cz の位置に設置した．また，基準電極を左耳朶

A1 右耳朶 A2 の連結とした．  

 被験者に脳波計を着用させた状態で，液体を一定間隔

で被験者の口内に滴下することでオドボール課題を課した．

滴下する回数は高頻度刺激として水を 75 回，低頻度刺激

としてオレンジジュースを 25 回とし，滴下する順番はランダ

ムに滴下した． また，低頻度刺激が呈示された際にボタン

を押すように指示した．  

3.2 解析手法 

ERP を抽出するため，オレンジジュースを滴下したタイミ

ングを基準とし，その前後 2 秒間の区間を対象として加算

平均処理を行った．この時アーチファクトの影響を除くため

1～30Hz のバンドパスフィルタを使用した．また，オレンジ

ジュースを滴下した際の 25 回の脳波データから明らかな

異常値を除き 20 回の加算平均を行った． 

 上述の実験を 5 名の被験者（19～21 歳の健康な成人男

性）で行い，P300 を観測することが可能か調査した．  

4. 結果 
被験者から得られたERP の 1 例を図 1 に示す．グラフ中

の P300 の波形だと考えられる部分を赤色で示している． 

 実験の結果，5 人中 4 人から P300 を観測することがで

きた．しかし， P300 の発生する潜時や振幅には被験者ご

とにばらつきがあった． 

5. まとめ  

実験の結果，実際の食品を用いての味覚刺激による

P300 の計測は可能であることが確認された．しかし，

P300 の発生する潜時のばらつきから計測手法に問題があ

ると考えられる．味覚の定量的評価法に利用するためにも

今後の研究で改善したい． 
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図 1．成功例の 1 つ 
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